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大

西

克

也

包
山
楚
簡
｢
函
｣
字
の
訓
釈
を
め
ぐ
つ
て

包
山
､
望
山
､
九
店
､
天
皇
観
､
秦
家
岨
等
の
戦
国
時
代
中
後
期
の
楚
簡
に
｢
由
｣
と
い
う
文
字
が
使
わ
れ
て
い
る
｡
下
に
｢
心
｣
を

伴い

｢
息
｣

に
作
る
こ
と
も
あ
る
｡

Ⅲ
宋
客
盛
公
殖
卑
(
聴
)
於
楚
之
哉
､
哲
尿
之
月
乙
未
之
日
､
彗
口
以
保
家
島
左
平
癒
自
(
貞
)
‥
｢
自
留
尿
之
月
以
責
(
就
)
留
原
之

月
､
出
内
(
入
)
事
王
､
事
(
轟
)
率
(
卒
)
哉
撃
(
窮
身
)
愈
(
尚
)
母
又
看
)
各
｡
″
占
之
‥
〝
褒
自
吉
､
少
又
看
)
恵
(
憂
)

於
撃
(
窮
身
)
､
叡
(
且
)
志
事
少
近
(
遅
)
得
｡
｣
以
元
(
其
)
古
(
故
)
版
之
｡
息
攻
解
於
人
愚
(
皐
｡
占
之
‥
｢
甚
吉
｡
昔
(
期
)

甲
(
中
)
又
看
)
憲
(
書
)
｡
｣
(
包
山
楚
簡
一
九
八
)

宋
客
盛
公
殉
が
楚
を
訪
問
し
た
歳
(
B
･
C
･
三
一
八
年
)
の
哲
岸
の
月
(
楚
暦
四
月
)
欄
乙
未
の
日
､
彗
口
が
保
家
(
占
具
)
を
用
い

て
左
ヂ
魔
の
為
に
卜
貞
を
行
な
っ
た
｡
｢
宮
尾
の
月
か
ら
哲
屍
の
月
に
到
る
ま
で
､
朝
廷
に
出
入
り
し
て
王
に
事
え
､
一
年
間
を
通

じ
て
､
身
体
に
災
い
が
あ
り
ま
せ
ん
よ
う
に
(
な
い
だ
ろ
う
か
?
)
｣
｡
占
う
と
｢
恒
貞
は
吉
､
身
体
に
や
や
心
配
が
あ
り
､
且
つ

願
い
事
は
や
や
遅
れ
て
叶
う
｣
と
出
た
｡
そ
の
故
に
お
祓
い
を
す
る
｡
人
萬
の
神
に
｢
攻
解
｣
嘉
り
を
解
除
す
る
)
す
る
こ
と
を

｢
息
｣
す
る
｡
(
そ
れ
か
ら
)
占
う
と
､
｢
大
吉
､
一
年
以
内
に
慶
事
が
あ
る
｣
と
出
た
Q
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甲
･
…
占
之
‥
｢
害
吉
｡
少
又
看
)
竺
憂
)
於
寮
(
窮
〉
身
､
蕨
(
且
)
外
又
(
有
)
不
警
訓
･
順
)
｡
｣
以
弄
(
其
)
古
(
故
)

警
‥
盤
福
楚
先
老
優
､
祝
讐
融
)
､
婚
(
鷲
)
違
(
熊
)
至
｡
豊
解
於
歪
(
章
〉
｡
苛
讐
嘉
)
占
之
日
‥
｢
吉
｡
｣
(
包
山
楚

…
…
占
う
と
､
｢
恒
貞
は
吉
､
身
体
に
や
や
心
配
が
あ
り
､
ま
た
外
で
意
に
添
わ
ぬ
こ
と
が
あ
る
｣
と
出
た
｡
そ
の
故
に
お
祓
い
を

す
る
｡
楚
の
祖
先
老
優
､
祝
融
､
鷲
熊
に
そ
れ
ぞ
れ
雌
羊
一
頭
を
供
え
て
盤
祷
す
る
｡
不
幸
(
莞
者
)
に
｢
攻
解
｣
す
る
こ
と
を

｢
由
｣
す
る
｡
(
そ
れ
か
ら
)
苛
嘉
が
占
う
と
､
｢
吉
｣
と
出
た
｡

こ
の
字
は
当
初
整
理
者
に
よ
っ
て
｢
鬼
｣
や
｢
界
｣
と
訓
釈
さ
れ
た
(
劉
彬
徴
等
一
九
九
一
､
注
二
一
五
及
び
三
五
三
､
彰
浩
一
九
九
一
､
三
三

九
貢
)
｡
『
説
文
』
巻
九
上
に
於
て
｢
由
､
鬼
頭
也
｣
(
敷
勿
切
〉
と
訓
じ
ら
れ
た
字
と
同
定
し
た
の
で
あ
る
｡
し
か
し
望
山
喜
墓
楚
簡
に

㈲
回
豹
以
藩
(
賓
)
愛
護
固
自
(
貞
)
‥
〝
既
進
撃
以
患
胱
(
然
)
､
不
可
以
蓮
(
動
)
息
(
思
)
拳
身
､
戟
(
望
山
楚
簡
丁

【
彗
豹
(
人
名
)
が
宝
家
(
占
具
)
を
使
っ
て
憩
(
悼
)
固
の
為
に
卜
貞
を
行
な
っ
た
｡
｢
竺
腫
れ
物
)
が
で
き
た
上
に
､
心
臓

が
～
の
状
態
に
な
り
､
思
考
し
た
り
体
を
起
こ
し
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
､
戟

と
あ
っ
て
､
問
題
の
字
が
｢
思
｣
と
釈
さ
れ
る
こ
と
か
ら
(
朱
徳
堅
一
九
九
六
､
二
三
八
貢
)
､
例
讐
よ
う
に
､
｢
思
｣
と
同
一
の
文

脈
で
使
わ
れ
る
｢
函
｣
も
｢
思
｣
と
訓
む
こ
と
が
定
着
し
て
き
た
｡
つ
ま
り
｢
由
｣
を
｢
鬼
頭
｣
の
｢
由
｣
(
フ
ツ
〉
で
は
な
く
､
｢
恩
｣

の
諸
声
符
で
『
説
文
』
巻
十
下
に
於
て
｢
頭
骨
豊
也
｣
と
解
か
れ
る
｢
由
｣
に
同
定
す
る
の
で
あ
る
｡
伝
世
文
献
で
は
『
楚
辞
･
離

騒
』
に
｢
息
九
州
之
博
大
今
｣
と
あ
っ
て
､
王
逸
が
｢
息
､
古
文
思
､
亦
作
思
｣
と
注
し
て
い
る
｡

こ
の
よ
う
に
文
字
に
関
し
て
は
｢
函
(
思
)
｣
と
釈
す
の
が
ほ
ぼ
共
通
の
認
識
と
な
っ
て
い
る
が
､
し
か
し
語
の
レ
ベ
ル
で
の
解
釈
は

か
な
り
分
か
れ
て
い
る
｡
私
の
知
る
限
り
で
は
お
お
よ
そ
次
の
3
種
の
訓
釈
が
あ
る
｡
…
発
語
詞
説
｡
王
引
之
『
経
伝
釈
詞
』
巻
八
に
収



包山楚簡｢函｣字の訓釈をめぐって

め
る
発
語
詞
｢
思
｣
と
解
釈
す
る
｡
曾
憲
通
(
一
九
九
三
B
､
四
一
二
･
四
三
一
貢
)
､
何
琳
儀
(
一
九
九
三
､
六
〇
貢
､
一
九
九
八
､
一
一
六
三

貴
)
､
干
成
龍
(
一
九
九
九
､
一
六
八
貢
)
｡
㈲
願
望
説
｡
｢
由
｣
を
含
む
文
が
願
望
の
意
を
表
す
と
解
釈
す
る
が
､
後
述
す
る
よ
う
に
､
論

者
に
よ
っ
て
詞
性
の
理
解
が
異
な
る
｡
李
零
(
一
九
九
二
､
五
貢
､
一
九
九
三
､
四
四
二
貢
)
､
工
藤
元
男
(
一
九
九
六
､
九
二
貢
)
､
陳
偉
(
一

九
九
六
､
三
一
室
三
貴
)
､
池
澤
優
(
一
九
九
八
､
二
六
貢
)
｡
㈱
使
役
動
詞
説
｡
｢
使
｣
の
仮
借
と
解
釈
す
る
｡
陳
偉
(
一
九
九
四
､
六
九
貢
)
｡

但
し
陳
偉
(
一
九
九
六
)

で
は
㈱
説
を
採
用
し
て
い
る
｡
従
っ
て
現
在
で
は
㈱
説
を
取
る
論
者
は
い
な
い
｡
し
か
し
私
見
は
㈲
説
に
傾
い

て
い
る
｡
そ
の
理
由
を
以
下
に
述
べ
る
｡

Ⅲ
説
を
取
る
曾
憲
通
氏
は
､
｢
函
｣
字
が
周
原
甲
骨
に
も
見
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
､
両
者
が
同
じ
語
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
｡
と
こ

ろが

｢
由
｣

の
現
れ
る
語
順
を
見
る
と
､
包
山
楚
簡
と
周
原
甲
骨
の
間
に
違
い
が
あ
る
の
で
あ
る
｡

ま
ず
楚
簡
で
は
､
｢
由
｣

は
主
語
の
前
に
置
か
れ
て
お
り
､
こ
れ
が
曾
氏
が
発
語
詞
説
を
主
張
す
る
根
拠
に
な
っ
て
い
る
｡

㈲
頗
尿
之
月
己
西
之
日
､
由
一
哉
(
識
)
獄
之
萱
(
主
)
至
(
敦
)
命
､
不
至
(
致
)
命
､
陛
(
置
)
門
(
問
)
又
(
有
)
敗
｡
(
包
山
楚

簡
一
二
八
)

頗
尿
の
月
(
楚
暦
五
月
)

の
己
酉
の
日
､
一
裁
判
官
に
復
命
す
る
よ
う
｢
由
｣

し
た
が
､
復
命
せ
ず
､
裁
判
の
進
行
に
支
障
を
生
じ

た｡

㈱
函
左
早
婚
達
(
践
)
返
(
復
)
処
(
虞
)
｡
(
包
山
楚
簡
二
三
八
)

左
平
癒
が
復
処
(
招
魂
を
行
な
う
場
所
?
)

に
行
く
よ
う

｢
函
｣

す
る
｡

し
か
し
周
原
甲
骨
で
は

｢
由
｣

は
主
語
の
後
ろ
に
置
か
れ
て
い
る
｡
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㈲
訃
日
‥
並
函
克
事
｡

幽
由
克
事
｡
(
ヨ
ー
‥
等
〕
N
)

卜
占
の
結
果
は
､
並

(
人
名
)

は
職
責
を
果
た
す
だ
ろ
う
｡

幽
(
人
名
)

は
職
責
を
果
た
す
だ
ろ
う
｡

周
原
甲
骨
は
破
損
が
激
し
く
､
文
意
を
取
る
の
が
容
易
で
は
な
い
｡
し
た
が
っ
て
｢
由
｣

の
機
能
も
明
確
で
は
な
く
､
後
に
述
べ
る
よ
う

に
こ
の
字
を
発
語
の
虚
詞
と
解
釈
す
る
の
が
定
説
に
な
っ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
｡
上
例
に
見
る
｢
由
｣

の
語
順
の
違
い
は
､
包
山
楚
簡

と
周
原
甲
骨
と
で
は
｢
由
｣

の
機
能
が
異
な
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
る
｡
私
は
楚
簡
の
｢
函
｣

の
訓
釈
に
周
原

甲
骨
を
援
用
す
る
こ
と
に
は
躊
躇
せ
ざ
る
を
得
な
い
｡

㈱
説
を
主
張
す
る
李
零
氏
も
周
原
甲
骨
の
｢
由
｣
に
対
す
る
訓
釈
を
自
説
の
論
拠
と
し
て
い
る
｡
李
氏
が
依
拠
し
て
い
る
の
は
､
李
学

勤
氏
や
夏
含
夷
氏
の
説
で
あ
る
｡
し
か
し
両
氏
の
説
に
は
や
や
違
い
が
あ
る
｡
ま
ず
李
学
勤
氏
は
､
王
宇
宿
氏
と
の
共
著
の
中
で
周
原
甲

骨
の
｢
由
｣
が
『
詩
経
』
等
の
古
典
に
見
ら
れ
る
虚
詞
.
｢
思
｣
ま
た
は
｢
斯
｣
に
相
当
す
る
こ
と
を
指
摘
す
る
(
一
九
八
〇
､
二
五
〇
.
二

五
一
貫
)
｡
李
零
氏
が
直
接
引
用
す
る
の
は
こ
の
論
文
で
あ
る
が
､
李
学
勤
氏
等
は
こ
こ
で
は
｢
由
｣
の
意
味
機
能
に
つ
い
て
は
明
言
し
て

い
な
い
｡
そ
の
後
､
李
学
勤
(
一
九
八
六
､
七
一
貢
)

で
は
論
を
進
展
さ
せ
､
『
左
侍
』
や
『
国
語
』
の
ト
生
命
辞
に
使
わ
れ
て
い
る
｢
尚
｣

と
同
様
､
｢
庶
幾
｣

の
意
味
を
表
す
｢
命
令
副
詞
｣

で
あ
る
と
考
え
る
に
到
る
｡
周
原
甲
骨
の

｢
由
｣

は
主
語
と
述
語
と
の
間
に
使
わ
れ

て
お
り
､
確
か
に
副
詞
で
あ
ろ
う
｡
し
か
し
上
例
㈲
㈲
で
見
た
よ
う
に
､
包
山
楚
簡
で
は

｢
由
｣

は
主
語
の
前
に
現
れ
る
｡
｢
尚
｣

に類

す
る
副
詞
が
こ
の
よ
う
な
位
置
に
現
れ
る
と
は
考
え
に
く
い
｡
一
方
､
夏
含
夷
(
一
九
八
九
､
三
〇
五
圭
一
〇
六
貢
)
は
動
詞
で
あ
る
と
明
言

し
､
『
詩
経
･
大
雅
･
文
王
』
｢
思
皇
多
士
｣

に
付
け
ら
れ
た
鄭
箋
｢
思
､
願
也
｣
､
『
爾
雅
･
釈
話
』
｢
思
､
願
也
｣
､
『
方
言
･
一
』
｢
願
､

欲
思
也
｣
な
ど
の
訓
話
に
よ
っ
て
｢
願
｣
の
意
で
あ
る
と
説
い
て
い
る
｡
｢
思
｣
は
本
来
思
考
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
動
詞
で
あ
る
が
､
意

味
的
に

｢靡｣

と
重
な
り
合
う
部
分
が
あ
る
｡



包山楚簡｢由｣字の訓釈をめぐって

川
以
義
兵
従
思
東
辟
之
士
､
何
所
不
散
｡
(
史
記
･
准
陰
侯
列
侍
)

正
し
い
戦
と
い
う
名
目
の
も
と
､
東
に
帰
る
こ
と
を
考
え
て
い
る
兵
士
を
従
え
る
な
ら
､
い
か
な
る
敵
も
蹴
散
ら
さ
れ
る
で
あ
り
ま
し
ょ

｢
東
に
帰
る
こ
と
を
考
え
る
｣
と
い
う
の
は
と
り
も
な
お
さ
ず
｢
東
に
帰
り
た
い
｣
か
ら
に
他
な
ら
な
い
｡
語
彙
的
に
は
｢
思
｣
が
使

わ
れ
て
い
て
も
､
そ
の
表
現
価
値
と
し
て
は
｢
廟
｣
と
同
じ
で
あ
る
と
言
っ
て
よ
い
｡
｢
思
､
願
也
｣
と
い
う
訓
話
は
こ
の
点
を
捉
え
た

も
の
と
解
さ
れ
る
｡
思
考
を
意
味
す
る
動
詞
｢
思
｣
が
願
望
を
表
す
こ
と
は
十
分
可
能
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
｡
李
零
氏
は
｢
表
示
願
望

語
気
的
詞
｣
と
述
べ
る
の
み
で
､
そ
の
詞
性
に
関
す
る
見
解
を
明
ら
か
に
し
て
い
な
い
｡
し
か
し
｢
由
｣
が
包
山
楚
簡
に
於
て
副
詞
で
あ

る
と
の
解
釈
が
不
可
能
な
以
上
､
も
し
願
望
を
表
す
な
ら
動
詞
｢
思
｣
と
読
む
し
か
な
い
で
あ
ろ
う
｡
工
藤
氏
(
一
九
九
六
)
は
｢
も
と

む
｣
と
訓
じ
て
い
る
こ
と
か
ら
､
動
詞
説
を
取
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
が
､
訓
話
学
的
な
論
拠
は
示
さ
れ
て
い
な
い
｡
陳
偉
氏
(
一
九

九
六
)

は

｢
願
｣
と
訓
ず
る
根
拠
と
し
て
､
夏
氏
が
挙
げ
た
訓
話
の
他
に
､
包
山
楚
簡
に
於
て

｢
由
｣
が
｢
命
｣
と
異
文
の
関
係
に
あ
る

こ
と
を
指
摘
し
､
池
津
氏
二
九
九
八
)
も
｢
命
｣
に
義
が
近
い
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
る
と
述
べ
て
､
工
藤
氏
の
訓
を
是
認
し
て
い
る
｡

㈲
頗
禁
之
月
､
命
一
執
事
人
以
至
(
敦
)
命
於
鄭
｡
(
包
山
楚
簡
一
三
五
B
)
(
例
㈲
と
対
照
)
)

頗
禁
の
月
(
楚
暦
七
月
)

に
､
一
役
人
に
罫
ま
で
復
命
す
る
よ
う
命
じ
た
｡
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㈱
命
攻
解
於
漸
木
立
(
位
)
､
叡
(
且
)
遅
(
徒
)
元
(
其
)
虞
而
檀
(
樹
)
之
｡
(
包
山
楚
簡
二
五
〇
)

(
例
Ⅲ
㈲
と
対
照
)

漸
木
位
(
臨
時
の
位
牌
?
)

に
対
し
て
攻
解
し
､
且
つ
そ
の
安
置
場
所
を
移
動
し
て
立
て
る
よ
う
命
じ
る
｡

と
こ
ろ
が
｢
函
｣

｢
命
｣
が
同
様
の
文
脈
に
用
い
ら
れ
る
と
い
う
現
象
は
､
陳
偉
(
一
九
九
四
､
六
九
吾
が
｢
由
｣
を
｢
使
｣

の
仮
借
字

と
判
断
し
た
根
拠
そ
の
も
の
で
あ
る
(
｢
由
(
思
)
｣

｢
使
｣
は
共
に
之
都
心
母
で
仮
借
の
許
容
範
囲
内
)
｡
つ
ま
り
陳
氏
は
同
一
の
現
象
に



6

基
づ
き
､
先
に
は
仮
借
に
よ
っ
て
｢
使
｣
に
読
み
替
え
､
後
に
は
訓
話
に
よ
っ
て
｢
靡
｣
の
意
味
で
あ
る
と
考
え
た
の
′
で
あ
る
｡
し
か
し

こ
れ
だ
け
で
は
単
な
る
解
釈
の
違
い
に
過
ぎ
な
い
｡
他
に
論
拠
と
な
る
現
象
は
な
い
だ
ろ
う
か
｡

そ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
が
､
｢
思
｣
と
｢
使
｣
の
間
に
あ
る
べ
き
句
型
の
違
い
で
あ
る
｡
｢
思
｣
｢
知
｣
｢
願
｣
｢
欲
｣
｢
聞
｣
｢
見
｣
等
の

感
情
や
感
覚
を
表
す
動
詞
は
一
般
に
主
述
構
造
､
い
わ
ゆ
る
埋
め
込
み
文
を
目
的
語
に
取
る
こ
と
が
で
き
､
そ
の
際
埋
め
込
み
文
の
主
語

と
述
語
と
の
間
に

｢
之
｣

が
置
か
れ
る
こ
と
が
あ
る
｡

㈹
王
息
子
文
之
治
楚
囲
也
､
日
‥
｢
子
文
無
後
､
何
以
勧
善
?
｣
(
左
博
･
宣
公
四
年
)

王
は
子
文
が
楚
国
を
治
め
た
こ
と
を
思
い
､
｢
子
文
に
跡
継
ぎ
が
い
な
い
よ
う
で
は
､
ど
う
し
て
善
を
勧
め
る
こ
と
が
で
き
よ
う
か
｣

と
言
っ
た
｡

旭
願
王
之
以
母
遇
喜
奉
陽
君
也
｡
(
馬
王
堆
吊
書
･
戦
国
縦
横
家
書
九
一
)

王
様
が
(
楚
と
)
遇
を
行
な
わ
な
い
こ
と
で
奉
陽
君
を
喜
ば
せ
て
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
｡

私
は
出
土
資
料
に
於
け
る
埋
め
込
み
文
の

文
献
で
は
高
頻
度
で
用
い
ら
れ
て

い

た
､ナ■

｣

と

を

見 句
い 型
だ を

し 調

た¢･ベ
0

た
こ
と
が
あ
る
が
､
｢
之
｣

は
秦
系
資
料
に
は
全
く
現
れ
ず
､
旧
六
国
系
の

包
山
楚

同

戦

馬
王

堆
簡 国

縦
横
家
書

烏
書
老

子
乙

本

7 60 10

<1

′｢

Z

トづ

之

(
/{ヽ ノ{ヽ

70 87 91

% % %
) ) )

一く
トづ
〕

3 9 ロ

く

′｢

Z
トづ

く1
■づ

〕



包山楚簡｢函｣字の訓釈をめぐって

16

(
7
6
%
)

旭
子
左
ヂ
命
謙
陵
之
富
夫
二
(
大
夫
)
設
(
察
)
州
里
人
塵
肺
之
輿
斤
(
其
)
父
歴
年
同
室
輿
不
同
室
｡
(
包
山
楚
簡
一
二
六
)

子
左
ヂ
は
漠
陵
の
邑
大
夫
に
命
じ
て
､
州
里
人
の
堕
鋪
が
父
の
塑
年
と
同
居
し
て
い
る
か
否
か
調
べ
さ
せ
た
｡

旭
是
古
(
故
)
谷
(
欲
)
人
之
苺
(
愛
)
己
口
(
己
)
也
､
則
必
先
薔
(
愛
)
人
‥
谷
(
欲
)
人
之
敬
(
己
)
也
､
必
先
敬
人
｡
(
郭
店
楚

簡
･
成
之
聞
之
二
〇
)

そ
れ
故
人
に
愛
し
て
も
ら
い
た
い
な
ら
必
ず
先
に
人
を
愛
し
､
人
に
敬
っ
て
も
ら
い
た
い
な
ら
必
ず
先
に
人
を
敬
う
｡

ち
な
み
に
郭
店
楚
簡
に
は
｢
欲
｣
が
埋
め
込
み
文
賓
語
を
取
る
例
は
五
例
あ
る
が
全
て
｢
之
｣
を
伴
う
｡
こ
の
よ
う
な
傾
向
に
照
ら
せ
ば
､

動
詞
｢
思
｣

が
埋
め
込
み
文
案
語
を
伴
う
と
き
､
そ
の
主
語
と
述
語
と
の
間
に

｢
之
｣

が
高
頻
度
で
現
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
｡

こ
れ
に
対
し
､
｢
使
｣

｢命｣

｢
令
｣
等
の
使
役
を
表
す
動
詞
は
一
般
に
兼
語
句
型
(
連
動
式
)

を
取
り
､
埋
め
込
み
文
形
式
の
賓
語
を

取
る
こ
と
は
な
い
｡
山
根
真
太
郎
(
一
九
九
六
)
は
『
妻
子
』
や
『
荘
子
』
の
使
役
文
に
｢
之
｣
を
伴
う
埋
め
込
み
文
が
賓
語
を
構
成
す

る
事
例
を
指
摘
し
て
い
る
が
､
こ
れ
自
体
が
非
常
に
稀
な
現
象
で
あ
る
こ
と
は
言
を
倹
た
な
い
｡
そ
こ
で
包
山
楚
簡
等
に
於
け
る
当
該
字

が
､
も
し
｢
使
｣

で
あ
る
な
ら
ば
､
そ
の
賓
語
(
若
し
く
は
後
ろ
に
立
つ
主
述
構
造
)

は
原
則
と
し
て
｢
之
｣
を
伴
わ
な
い
こ
と
が
期
待

さ
れ
る
｡

上
の
観
点
か
ら
｢
由
｣

の
例
文
を
見
て
行
く
と
､
例
㈲
㈲
で
は
｢
之
｣
が
使
わ
れ
て
い
な
い
｡
ま
た
九
店
楚
簡
の
次
の
例
も
｢
之
｣

は

使
わ
れ
て
い
な
い
｡

7

0
0
〔
某
〕
敢
告
桑
(
?
)
勝
(
?
)
之
子
武
痙
(
夷
)
‥
｢
…
…
君
昔
受
英
之
豊
(
幣
)
､
芳
糧
､
由
某
速
(
来
)
遍
(
辟
)
臥
(
食
)



故
人
｡
(
九
店
楚
簡
四
四
)

何
某
(
戦
死
者
の
遺
族
)
が
桑
勝
の
子
武
夷
の
神
に
申
し
上
げ
ま
す
｡
…
…
あ
な
た
様
は
昔
何
其
の
豊
幣
､
芳
糧
(
裂
吊
や
穀
物
の

供
物
)
を
受
け
取
ら
れ
､
何
某
が
故
人
(
戦
死
者
)
に
食
物
を
与
え
に
来
る
よ
う
｢
函
｣
し
て
お
ら
れ
ま
す
｡

鍵
と
な
る
の
は
包
山
楚
簡
の
次
の
例
で
あ
る
｡

㈹
白
虎
之
勅
叙
於
姫
之
所
訪
(
置
)
､
輿
元
(
其
)
栽
又
(
有
)
惜
(
怨
)
､
不
可
諸
(
置
)
‥
同
社
､
岡
里
､
同
官
不
可
訪
(
置
)
…

匿
(
昭
)
至
従
父
兄
弟
不
可
訪
(
置
)
｡
(
包
山
楚
簡
一
三
八
反
)

握
の
敵
対
者
が
握
の
証
言
内
容
に
つ
い
て
意
見
陳
述
す
る
よ
う
｢
函
｣
す
る
｡
(
但
し
)
そ
の
敵
対
者
と
怨
恨
の
あ
る
者
､
同
社
､

岡
里
､
同
官
に
あ
る
者
､
従
父
兄
弟
以
内
の
親
族
は
(
不
公
正
な
証
言
を
す
る
可
能
性
が
あ
る
の
で
､
そ
の
敵
対
者
の
陳
述
内
容
に

つ
い
て
)

証
言
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
｡

上
例
で
は
｢
由
握
之
勅
叙
於
握
之
所
訪
｣

の
解
釈
が
問
題
と
な
る
が
､
｢
函
｣
を
｢
使
｣

の
仮
借
と
し
た
陳
偉
(
一
九
九
四
､
七
〇
喜

は
､
｢
『
思
握
之
東
萩
千
姫
之
所
証
』
､
蓋
即
譲
野
握
前
来
講
述
他
所
提
出
的
証
人
的
情
況
｣
と
述
べ
て
お
り
､
主
語
｢
握
｣
と
動
詞
｢
栽
｣

(来)

の
間
に
｢
之
｣
が
挿
入
さ
れ
た
構
造
と
解
釈
し
て
い
る
｡
し
か
し
､
｢
使
｣
は
一
般
に
こ
の
よ
う
な
句
型
を
取
ら
ず
､
陳
氏
の
読
み

が
正
し
け
れ
ば
､
｢
使
｣

の
仮
借
と
い
う
解
釈
に
大
変
不
利
で
あ
る
｡
と
こ
ろ
が
陳
氏
が
動
詞
｢
来
｣
と
読
ん
だ
｢
栽
｣
字
は
､
実
は

｢仇｣

に
相
当
す
る
こ
と
が
郭
店
楚
簡
に
よ
り
明
ら
か
に
な
っ
た
｡

㈹
《
寺
(
詩
)
》
貞
(
云
)
‥
｢
皮
(
彼
)
求
我
則
､
女
(
如
)
不
我
得
､
執
我
勅
勅
､
亦
不
我
力
｡
｣

(
郭
店
楚
簡
･
箪
衣
一
九
)

㈹
《
寺
(
詩
)
》
貞
(
云
)
‥
｢
君
子
好
戦
｡
｣

(
郭
店
楚
簡
･
締
衣
四
三
)



包山楚簡｢由｣字の訓釈をめぐって
上
例
の
｢
勅
｣
は
現
行
本
『
礼
記
』
で
は
い
ず
れ
も
｢
仇
仇
｣
｢
好
仇
｣
に
作
っ
て
い
る
｡
之
部
の
｢
来
｣
を
諸
声
待
と
し
て
い
る
と
見

ら
れ
る
字
が
､
幽
部
の
｢
仇
｣
に
仮
借
す
る
と
い
う
点
は
問
題
と
し
て
残
る
が
､
｢
仇
｣
と
読
む
こ
と
に
問
題
は
な
い
｡
す
る
と
例
0
0
は
､

｢
握
を
出
頭
さ
せ
て
そ
の
証
人
に
つ
い
て
の
状
況
を
述
べ
さ
せ
る
｣
で
は
な
く
､
｢
握
の
敵
対
者
に
､
握
が
証
言
し
た
内
容
に
つ
い
て
述

べ
さ
せ
る
｣
､
つ
ま
り
反
対
訊
問
に
類
す
る
こ
と
を
行
な
う
よ
う
要
請
し
て
い
る
と
解
釈
さ
れ
る
｡
従
っ
て
､
こ
の
例
も
｢
之
｣
を
伴
う

埋
め
込
み
文
が
賓
語
を
構
成
し
て
い
る
の
で
は
な
い
こ
と
に
な
る
｡

私
が
現
荏
公
開
さ
れ
て
い
る
楚
簡
か
ら
見
い
だ
し
得
た
｢
由
｣
字
句
の
内
､
そ
の
後
ろ
に
主
語
述
語
の
そ
ろ
っ
た
構
造
を
伴
う
者
は
上

に
挙
げ
た
四
例
で
あ
る
が
､
｢
之
｣
を
伴
う
も
の
は
現
在
の
と
こ
ろ
存
在
し
な
い
｡
用
例
は
少
な
い
と
は
い
え
､
埋
め
込
み
文
形
式
の
賓

語
を
取
る
動
詞
に
は
､
要
語
部
分
に
｢
之
｣
字
が
高
頻
度
で
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
鑑
み
る
な
ら
､
｢
由
｣
を
願
望
を
表
す
動
詞
｢
思
｣

と
解
釈
し
得
る
可
能
性
は
非
常
に
低
い
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
｡

郭
店
楚
簡
で
は
使
役
を
表
す
動
詞
は
｢
事
(
使
)
｣
が
使
わ
れ
て
い
る
｡

㈹
古
(
故
)
日
‥
民
之
父
母
(
母
)
新
(
聾
民
易
､
貞
(
事
(
使
)
)
民
相
新
(
聾
也
難
｡
(
郭
店
楚
簡
･
六
徳
四
九
)

民
の
父
母
た
る
も
の
が
民
に
親
し
む
の
は
容
易
い
が
､
民
ど
う
し
を
相
親
し
ま
せ
る
の
は
難
し
い
｡

と
こ
ろ
が
包
山
楚
簡
で
は
使
役
の
｢
使
｣
を
｢
貞
(
事
)
｣
で
表
す
例
が
一
例
も
な
い
｡
常
語
で
あ
る
べ
き
｢
事
(
使
)
｣
が
一
例
も
な

い
こ
と
自
体
､
包
山
楚
簡
で
は
｢
便
｣
が
｢
由
｣
字
に
よ
っ
て
表
さ
れ
た
一
つ
の
傍
証
と
な
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
｡

9

注(
1
)

｢
巌
｣
｢
攻
解
｣
等
の
祭
祀
儀
礼
に
関
す
る
用
語
に
つ
い
て
は
池
澤
優
一
九
九
八
を
参
照
｡
池
澤
氏
は
､
｢
人
萬
に
攻
解
｣
云
々
の
い
わ
ゆ
る
｢
祷
辞
｣

は
祭
祀
を
行
な
っ
た
記
録
で
は
な
く
､
｢
第
一
次
占
辞
｣
を
承
け
て
降
崇
災
禍
を
解
除
す
る
方
法
を
貞
人
が
提
示
し
た
も
の
で
あ
り
､
(
中
略
)
そ
の
内



10

ど
れ
を
選
択
し
て
現
実
に
祭
祀
を
執
行
す
る
か
は
占
貞
主
体
(
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
)
側
に
委
ね
ら
れ
て
い
た
と
考
え
て
い
る
(
二
三
貢
)
｡
訳
文
で
過
去

形
を
用
い
な
い
の
は
こ
の
理
解
に
基
づ
く
｡

(
2
)

曾
憲
通
(
一
九
九
三
A
､
五
五
貢
)
は
､
子
弾
庫
楚
烏
書
中
の
｢
息
｣
字
を
｢
思
｣
と
釈
す
根
拠
と
し
て
望
山
楚
簡
の
こ
の
箇
所
を
挙
げ
て
い
る
｡

(
3
)

大
徐
本
(
一
案
一
行
本
)
説
解
｢
仇
心
函
馨
｣
に
よ
る
｡
し
か
し
｢
函
｣
の
大
徐
反
切
は
｢
息
進
切
｣
で
､
こ
れ
に
よ
れ
ば
上
古
音
は
真
部
と
推
定

さ
れ
る
か
ら
､
之
部
の
｢
思
｣
と
矛
盾
を
来
す
｡
段
注
本
で
は
説
解
を
｢
仇
心
臥
函
｣
に
改
め
て
い
る
｡
ま
た
､
一
九
九
〇
年
湖
南
省
遼
陵
県
木
馬
嶺

戦
国
楚
墓
出
土
の
砥
喝
に
｢
分
由
益
｣
と
い
う
3
字
の
銘
文
が
あ
り
(
『
考
古
』
一
九
九
四
年
第
八
期
)
､
韓
偉
民
(
一
九
九
四
､
七
一
九
貢
)
､
劉
彬

微
(
一
九
九
七
､
三
二
貢
)
ら
は
真
部
の
育
と
対
転
の
関
係
に
あ
る
脂
部
の
｢
細
｣
と
釈
し
､
｢
分
細
撃
と
読
ん
で
い
る
｡
た
だ
し
銘
文
が
短
い

の
で
そ
の
当
否
は
判
断
し
難
い
｡
な
お
本
文
で
述
べ
た
よ
う
に
包
山
楚
簡
の
｢
由
｣
は
｢
思
｣
と
も
書
か
れ
､
こ
れ
に
よ
る
な
ら
そ
の
上
古
音
は
之
部

と
認
め
ざ
る
を
え
な
い
｡
｢
由
｣

は
｢
思
｣

の
省
形
の
可
能
性
も
考
え
ら
れ
よ
う
｡

(
4
)

近
年
の
著
作
の
中
で
は
､
呉
郁
芳
(
一
九
九
六
､
七
五
貢
)
が
な
お
｢
鬼
｣
説
を
取
っ
て
い
る
｡

(
5
)

こ
の
論
文
は
一
九
九
二
年
に
開
催
さ
れ
た
中
国
古
文
字
研
究
会
で
発
表
さ
れ
た
た
も
の
で
あ
る
｡
後
に
『
王
哲
玉
先
生
八
十
寿
辰
紀
念
論
文
集
』
(
南

開
大
学
出
版
社
､
一
九
九
四
年
)

に
収
録
さ
れ
る
が
､
私
は
ま
だ
入
手
し
て
い
な
い
｡

(
6
)

｢
訃
｣
字
は
『
説
文
』
三
下
･
卜
部
に
見
え
､
｢
卜
間
也
｣
と
い
う
説
解
が
あ
る
｡
通
常
は
こ
れ
を
利
用
し
て
｢
訃
日
｣
以
下
を
命
辞
と
解
釈
す
る
｡

し
か
し
裏
錫
圭
(
一
九
九
七
､
二
九
重
は
､
｢
訃
｣
は
｢
兆
｣
と
訓
む
べ
き
で
あ
り
､
以
下
は
占
辞
で
あ
る
と
い
う
新
説
を
主
張
し
て
い
る
｡

(
7
)

例
え
ば
『
左
博
･
文
公
-
八
年
』
に
｢
十
八
年
春
､
賛
侯
戒
師
期
､
而
有
疾
｡
皆
日
‥
『
不
及
秋
､
将
死
｡
』
公
開
之
､
卜
､
一
日
‥
『
尚
無
及
期
｡
』
意

伯
令
亀
｡
卜
楚
丘
占
之
､
日
‖
『
賛
侯
不
及
期
､
非
疾
也
‥
君
亦
不
問
｡
令
亀
有
沓
｡
』
二
月
丁
丑
､
公
亮
｡
｣
こ
の
条
に
対
し
､
楊
伯
峻
『
春
秋
左
傍

注』

は

｢
尚
､
表
希
糞
祈
請
之
副
詞
｣

と
注
し
て
い
る
｡

(
8
)

夏
氏
は
例
(
6
)
等
の
卜
辞
を
命
辞
で
あ
る
と
の
理
解
に
立
っ
て
い
る
｡
し
か
し
注
(
6
)
に
引
い
た
裏
錫
圭
氏
の
亭
っ
よ
う
に
､
占
辞
で
あ
る
と

の
説
が
正
し
い
な
ら
､
願
望
を
表
す
動
詞
が
占
辞
に
現
れ
る
と
い
う
の
は
不
自
然
に
感
じ
ら
れ
る
｡
ま
た
夏
氏
の
訓
み
に
従
え
ば
､
例
(
6
)
は
主
語

の
｢
並
｣
自
身
が
職
務
を
全
う
で
き
る
こ
と
を
｢
願
う
｣
と
読
ま
ざ
る
を
得
な
い
が
､
そ
の
よ
う
な
解
釈
は
命
辞
と
し
て
も
不
適
当
で
あ
る
｡

(
9
)

｢
漸
木
立
｣

の
解
釈
は
曾
憲
通
(
一
九
九
三
､
四
一
五
貢
)
を
参
照
｡

(10)

『
老
子
乙
本
』
『
戦
国
縦
横
家
書
』
『
包
山
楚
簡
』
の
数
値
は
大
西
克
也
(
一
九
九
四
､
二
八
喜
に
よ
る
｡
郭
店
楚
簡
は
含
凹
新
た
に
統
計
を
取
っ

た
｡
な
お
､
｢
鵠
､
以
鵠
､
謂
､
日
､
云
｣
等
､
発
せ
ら
れ
た
言
葉
や
心
中
の
思
考
を
直
接
表
現
す
る
動
詞
は
､
之
字
構
造
を
取
る
こ
と
が
な
い
｡
こ
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れ
ら
の
動
詞
は
統
計
か
ら
省
い
て
あ
る
｡

(
u
)

字
釈
並
び
に
内
容
に
関
し
て
､
李
零
(
一
九
九
七
､
七
五
九
七
六
〇
貢
及
び
一
九
九
九
､
一
四
五
貢
)
を
参
考
に
し
た
｡

(望
｢
情
｣
を
｢
怨
｣
と
読
む
の
は
､
李
運
富
二
九
九
七
､
一
一
四
貢
)
及
び
黄
庚
霊
(
一
九
九
七
､
二
四
三
貢
)
に
よ
る
｡
李
氏
は
文
字
を
｢
憎
｣

(
倉
怨
の
義
)
と
釈
し
た
上
で
､
｢
『
有
情
､
不
可
置
』
者
､
言
輿
乙
方
有
仇
怨
之
人
､
不
可
鳥
甲
万
作
置
説
話
｣
と
解
釈
し
て
い
る
｡
『
礼
記
･
縮
衣
』

｢
民
惟
日
怨
｣
を
郭
店
楚
簡
『
絹
衣
』
一
〇
号
簡
が
｢
民
佳
日
情
｣
に
作
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
､
李
､
黄
両
氏
の
説
が
正
し
い
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
｡

(望

｢
貞
｣
は
本
来
｢
華
弁
｣
(
｢
弁
｣
は
或
体
〉
に
比
定
さ
れ
る
文
字
で
(
李
家
浩
一
九
七
九
)
､
郭
店
楚
簡
で
は
｢
桝
､
変
｣
等
の
仮
借
字
と
し
て

使
わ
れ
て
い
る
｡
し
か
し
｢
事
｣
と
字
形
が
似
て
い
る
た
め
し
ば
し
ば
混
用
さ
れ
る
｡
な
お
使
役
動
詞
｢
使
｣
を
表
す
場
合
､
全
て
｢
貞
｣
で
表
記

さ
れ
て
い
る
こ
と
は
注
目
に
催
す
る
｡

引
用
資
料

包
山
楚
簡
‥
湖
北
省
荊
沙
鉄
路
考
古
隊
‥
『
包
山
楚
簡
』
､
文
物
出
版
社
､
一
九
九
一
年
｡

郭
店
楚
簡
‥
荊
門
市
博
物
館
‥
『
郭
店
楚
墓
竹
簡
』
､
文
物
出
版
社
､
一
九
九
八
年
｡

九
店
楚
簡
‥
湖
北
省
文
物
考
古
研
究
所
‥
『
江
陵
九
店
東
周
墓
』
､
科
学
出
版
社
､
一
九
九
五
年
｡

望
山
楚
簡
‥
湖
北
省
文
物
考
古
研
究
所
‥
『
江
陵
望
山
沙
塚
楚
墓
』
､
文
物
出
版
社
､
一
九
九
六
年
｡

周
原
甲
骨
=
王
宇
信
‥
『
周
原
甲
骨
探
論
』
､
中
国
社
会
科
学
出
版
社
､
一
九
八
四
年
｡

参
考
文
献

陳
偉
一
九
九
四
‥
包
山
司
法
簡
一
三
一
三
九
号
考
析
､
『
江
漢
考
古
』
第
四
期
｡

陳
偉
一
九
九
六
‥
『
包
山
楚
簡
初
探
』
､
武
漢
大
学
出
版
社
｡

大
西
克
也
一
九
九
四
‥
秦
漢
以
前
古
漢
語
中
的
｢
主
之
謂
｣
結
構
及
其
歴
史
漬
変
､
『
第
一
属
国
際
先
秦
漢
語
語
法
研
討
会
論
文
集
』
､
岳
麓
書
社
｡

韓
偉
民
一
九
九
四
‥
遼
陵
楚
墓
新
近
出
土
銘
文
礪
砥
小
識
､
『
考
古
』
第
八
期
｡

何
琳
儀
一
九
九
三
‥
包
山
楚
簡
選
釈
､
『
江
漢
考
古
』
第
四
期
｡
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何
琳
儀
一
九
九
八
‥
『
戦
国
古
文
字
典
』
､
中
華
書
局
｡

黄
庚
霊
一
九
九
七
‥
楚
簡
札
記
六
則
､
『
文
史
』
第
四
三
輯
｡

李
家
浩
一
九
七
九
‥
釈
弁
､
『
古
文
字
研
究
』
第
一
輯
､
中
華
書
局
｡

李
零
一
九
九
二
‥
包
山
楚
簡
研
究
(
文
書
類
)
､
中
国
古
文
字
研
究
会
発
表
論
文
｡
『
王
哲
玉
先
生
八
十
寿
辰
紀
念
論
文
集
』

(
南
開
大
学
出
版
社
､
一
九
九

四
年
)

所収

(
未
見
)
｡

李
零
一
九
九
三
‥
包
山
楚
簡
研
究
(
占
卜
類
)
､
『
中
国
典
籍
与
文
化
論
叢
』
第
一
輯
､
中
華
書
局
｡

李
零
一
九
九
七
‥
古
文
字
雑
識
(
二
則
)
､
『
第
三
属
国
際
中
国
古
文
字
学
研
討
会
論
文
集
』
､
香
港
中
文
大
学
｡

李
零
一
九
九
九
‥
読
九
店
楚
簡
､
『
考
古
学
報
』
第
二
期
｡

李
学
勤
一
九
八
六
‥
続
論
西
周
甲
骨
､
『
人
文
雑
誌
』
第
一
期
｡

李
学
勤
･
王
宇
信
一
九
八
〇
‥
周
原
卜
辞
選
釈
､
『
古
文
字
研
究
』
第
四
輯
､
中
華
書
局
｡

李
運
富
一
九
九
七
‥
『
楚
国
簡
烏
文
字
横
形
系
統
研
究
』
､
岳
麓
書
社
｡

劉
彬
徽
一
九
九
七
‥
新
見
楚
系
金
文
考
述
､
『
第
三
属
国
際
中
国
古
文
字
学
研
討
会
論
文
集
』
､
香
港
中
文
大
学
｡

劉
彬
徽
､
彰
浩
､
胡
雅
麗
､
劉
租
借
一
九
九
一
‥
包
山
二
号
墓
簡
牒
釈
文
与
考
釈
､
『
包
山
楚
簡
』
､
文
物
出
版
社
｡

影
浩
一
九
九
一
‥
包
山
二
号
楚
墓
《
卜
監
察
祷
》
竹
簡
的
初
歩
研
究
､
『
楚
文
化
研
究
論
集
』
第
二
輯
､
湖
北
人
民
出
版
社
｡

裏
錫
圭
一
九
九
七
‥
釈
西
周
甲
骨
文
的
｢
訃
｣
字
､
『
第
三
属
国
際
中
国
古
文
字
学
研
討
会
論
文
集
』
､
香
港
中
文
大
学
｡

呉
郁
芳
一
九
九
六
‥
包
山
楚
簡
卜
祷
簡
牒
釈
読
､
『
考
古
与
文
物
』
第
二
期
｡

夏
含
夷
一
九
八
九
‥
試
論
周
原
卜
辞
⑳
字
兼
論
周
代
貞
卜
之
性
質
､
『
古
文
字
研
究
』
第
一
七
輯
､
中
華
書
局
｡

干
成
龍
一
九
九
九
‥
包
山
二
号
楚
墓
卜
笈
簡
中
若
干
問
題
探
討
､
『
出
土
文
献
研
究
』
第
五
集
､
科
学
出
版
社
｡

曾
憲
通
一
九
九
三
A
‥
『
長
沙
楚
尚
書
文
字
編
』
､
中
華
書
局
｡

曾
憲
通
一
九
九
三
B
‥
包
山
卜
箕
簡
考
釈
(
七
篇
)
､
『
第
二
属
国
際
中
国
古
文
字
学
検
討
会
論
文
集
』
､
香
港
中
文
大
学
｡

朱
徳
照
･
蓑
錫
圭
･
李
家
浩
一
九
九
六
‥
望
山
一
､
二
号
墓
竹
簡
釈
文
与
考
釈
､
F
江
陵
望
山
沙
塚
楚
墓
†
文
物
出
版
社
｡

池
澤
優
一
九
九
八
‥
祭
ら
れ
る
神
と
祭
ら
れ
ぬ
神

-

戦
国
時
代
の
楚
の

｢
卜
笈
祭
祷
記
録
｣
竹
簡
に
見
る
霊
的
存
在
の
構
造
に
関
す
る
覚
書

-､『中

国
出
土
資
料
研
究
』
創
刊
号
､
中
国
出
土
資
料
研
究
会
｡
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工
藤
元
男
一
九
九
六
‥
簡
島
資
料
か
ら
み
た
楚
文
化
圏
の
鬼
神
信
仰
､
『
日
中
文
化
研
究
』
第
一
〇
号
､
勉
誠
社
｡

山
根
真
太
郎
一
九
九
六
‥
古
代
漢
語
の
使
役
文
に
お
け
る
｢
之
｣
を
め
ぐ
つ
て
､
『
中
国
語
学
』
二
四
三
号
｡

附
記
‥
本
稿
は
一
九
九
九
年
十
月
三
十
日
､
お
茶
の
水
女
子
大
学
で
開
催
さ
れ
た
日
本
中
国
語
学
会
第
四
十
九
回
全
国
大
会
で
発
表
し
た
原
稿
を
加
筆
訂
正

し
た
も
の
で
あ
る
｡
佐
藤
進
､
古
屋
昭
弘
会
員
を
始
め
､
当
日
貴
重
な
ご
意
見
を
賜
っ
た
先
生
方
に
､
改
め
て
お
礼
申
し
上
げ
た
い
｡


